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第４期栃木県食育推進計画「とちぎ食育元気プラン2025」について
(令和３（2021）年度～令和７（2025）年度)

この計画は本県における食育推進の基本的方向とその実現に向けての具体的施策を明らかにするもの
であり、食育基本法第17条に基づく都道府県食育推進計画として位置付けています。

基本目標１

基本的方向 施策の展開 具体的取組内容

①　家族で食を楽しむ共食(きょうしょく)の環境づくりの推進

②　地域や所属するコミュニティにおいて共食を楽しむ
     機会の拡大

①　学校・幼稚園・保育所等における指導体制の充実

②　学校における食に関する指導内容及び学校給食
　　 の充実

③　未就学児への食育の充実

④　家庭・地域との連携促進

①　食に関する体験機会の拡大

②　食に関する情報発信

(2)食べ物を大切にする心の醸成
①　食べ物を大切にする心の醸成や食品廃棄を発生させな
　　 い行動の啓発

(1)優れた食文化の継承・発展 ①　優れた食文化の継承・発展

①　消費者と生産者の相互理解の促進

②　県産農産物の利用及び提供拡大

③　学校給食の地場産物活用推進

④　地産地消運動の展開

基本目標２

基本的方向 施策の展開 具体的取組内容
①　栄養相談、指導体制の整備促進

②　地域の人材育成及び活用の促進

(2)栄養に関する適正な情報の提供 ①　栄養に関する適正な情報の提供

(3)栄養バランスのとれた食事がとれる環境整備
①　外食における栄養成分表示の普及啓発

①　健康な食事の普及

②　生活習慣病の予防等に関する普及啓発

①　未就学児や小・中学生への啓発

②　高校生や大学生への啓発

③　働く世代への啓発

④　高齢者へのフレイル予防の推進

①　減塩の普及啓発活動の推進

②　「毎日プラス１皿の野菜」運動の推進

(1)朝・昼・夕の３食を食べる食習慣の推進 ①　朝・昼・夕の３食を食べる食習慣の推進

(2)主食・主菜・副菜を揃えた食事の推進 ①　規則正しい食事の啓発活動の推進

基本目標３

基本的方向 施策の展開 具体的取組内容
①　生産段階での安全性の確保

②　製造・加工・流通・販売段階での安全性の確保

(2）食の安全性と信頼性の確保のための体制の充
実及び連携強化 ①　体制の充実及び連携強化

①　消費者、事業者、行政間の情報共有

②　消費者、事業者、行政間の相互理解の促進

(1)食育に関わる人材育成 ①　食育に関わる人材育成

①　食育ボランティアの確保

②　食育ボランティアの活動支援

①　県民と協働した食育推進運動の展開

②　食育関係団体の連携強化

(2)市町食育推進計画策定の支援 ①　市町食育推進計画策定の支援

３　食に関わる関係者の連携
　　強化

(1)食育推進運動の展開

２　栄養バランスのとれた食生
     活の推進

(1)健康な食事の普及

(2)ライフステージに応じた栄養摂取の推進

(3)減塩及び野菜摂取量の増加の推進

３　規則正しい食生活の推進

　食の安全性への信頼確保や県民と協働した食育活動を推進します

１　食の安全性に関する信頼の
     確保

(1)生産から消費に至る各段階における食の安全
性の確保

(3)消費者の食に対する信頼性の確保

２　食育に関わる人材の確保と
     活動促進 (2)食育ボランティアの確保と活動支援

３　地域の食材や食文化への
　　理解促進 (2)地産地消の促進

食を通して県民一人ひとりの健康を目指します

１　正しい食生活に向けた環境
    整備

(1)栄養や食品表示に関する正しい理解の促進

食を通して豊かな心、人間性を育みます

１　食を楽しむ機会の確保 (1)多様な暮らしに対応した食を楽しむ機会の確保

(2)学校・幼稚園・保育所等における家庭・地域と連
携した食育の充実

２　食に感謝する心の醸成 (1)食料生産・流通等に関わる人々の活動への理
解促進

１



あらゆる立場の人が共食を通じて、食の楽しさを実感し、豊かな食や生活を楽しむ環境づくりを推進し
ます。また、学校及び保育所等においては、子どもが生涯にわたり健全な食生活を自ら営むことができ
る知識及び習慣を習得できるよう、家庭や地域と連携し、体系的・継続的に食育を実施します。

基本目標１ 食を通して豊かな心、人間性を育みます

指 標 基準値 実績値 目標値

農業体験を複数回したことがある県民
の割合

67.9％
令和2(2020)年度

61.9％
令和４(2022)年度

90％
令和7(2025)年度

学校給食における地場産物活用割合
を基準値より向上した市町の割合

令和３年度調査の
各市町の数値を基

準値とする

60.0％
令和４(2022)年度

100％
令和7(2025)年度

施策 主な取組内容 実績 関係課

１ 食を楽しむ機会の確保

（１）多様な
暮らしに対
応した食を
楽しむ機会
の確保

・「家庭の日」の定着に向けた「家庭の
日」絵日記コンテスト
・「家庭の日」の定着に向けた普及啓発

・応募点数 1,243点

・市町広報紙、回覧板等を利用し
た啓発

県民協働推
進課

・働きやすい環境整備に取り組む企業認
定

・「男女生き活き企業」認定数
280社（R５.3.31現在）

人権男女共
同参画課

（２）学校、
幼稚園、保
育 所 等 に
お け る 家
庭・地域と
連携した食
育の充実

・保育士等に対するキャリアアップ研修
・食物アレルギー対策研修への支援
事業

・食物アレルギー対応給食を促進する
ための支援事業

・修了者 480人
・助成対象 保育関係団体３団体

・助成対象 20市町

こども政策
課

・食生活改善推進員と連携した講習会
等
・小学校を対象とした調理実習や講話、
家庭訪問の実施
・高校や専門学校を対象とした調理実習
や講話の実施

・調理講習会、研修会等
開催回数 140回

健康増進課

・栄養教諭・学校栄養職員研修会 ・開催回数 １回（208人） 健康体育課

２ 食に感謝する心の醸成

（１）食料生
産・流通等
に 関 わ る
人 々 の 活
動 へ の 理
解促進

・農村ファンの受け入れ体制づくりに
向けた支援
・グリーン・ツーリズム実践者の活動のた
めの研修会の開催
・「見る、食べる、体験する」情報発信

・将来ビジョンの作成費等の助成
９者

・組織運営者向け研修会
開催 ４回 、実践事業者 50者
・専用WEB「とちぎの農村めぐり」
の活用

農村振興課

・きのこ料理コンクールの開催 ・一般・ジュニアの部応募
点数 509点

林業木材産
業課

・とちぎ食育推進月間(１０月)における情
報発信
・「食と農の相談室」による食や農業に関
する相談受付及び情報提供

・15階ロビー、パネル展示等

・農業者や県民等からの相談件数
1,506件

農政課

２



施策 主な取組内容 実績 関係課

（２）食べ物

を大切にす

る心の醸成

・食育啓発のための絵画・ポスターコン

クールの実施

・学校へのポスター配布 1,000部

・応募点数 2,391点

健康体育課

・フードバンク活動等への理解促進 ・フードドライブの実施

県職員対象 ２回

県民の日イベント等 ２回

・リーフレットの配布 3,000部

保健福祉課

・宴会の開始後及び終了前の15分間に自

席で料理をしっかり食べる「とちぎ食べき

り１５（いちご）運動」の促進

・啓発バナー広告表示：890,288回

・専用Webページ閲覧数：624回

・Instagram広告閲覧数：7,375回

資源循環推

進課

・食品安全に関する情報共有の推進 ・食品衛生責任者実務講習会

開催回数 ８２回 （5,312人）

・小学生を対象とした食品安全教室

開催回数 23回 （674人）

・中学生を対象とした食品安全ゼミ

ナール開催回数 ５回 （367人）

生活衛生課

３ 地域の食材や食文化への理解促進

（１）優れた

食 文 化 の

継承・発展

・「とちぎヘルシーグルメ推進店」の拡大等

に向けた食生活改善推進員による啓発

・飲食店等への周知事業 30回

（推進店 364店舗）

健康増進課

・学校給食への郷土料理メニューの導入

支援や、地域特産物を用いた料理等の

情報発信

・25市町のパネル展示

（６月 県庁15階ロビー）

農政課

健康増進課

健康体育課

（２）地産地

消の促進
・学校給食への地場産物活用拡大に向け
た支援

・地産地消給食への助成 10市町 農政課

・食生活改善推進員と連携した県産米を
使った調理実習

・開催 ５市町 健康増進課

・県内都市農村交流施設での県産農産
物の提供

・農産物直売所、農村レストラン数

217施設

農村振興課

・県内飲食店、旅館、ホテル等での県産

農産物の利用促進

・とちぎ地産地消推進店 312店舗 経済流通課

・｢いちご王国・栃木の日｣５周年記念イベ
ントの開催
・首都圏や関西圏でのPRイベント
・ウェブサイトでの情報発信
・アンバサダーによる情報発信

・開催回数１回（１月15日）

・首都圏５日間、関西圏21日間
・サイトキャンペーン（対象約300人）
・発信回数 868回

経済流通課

・ミルク講座の開催

・とちぎ和牛のブランド力向上

・開催回数 14回 （約280人）

・SNS等の活用（随時）

畜産振興課

“フードバレーとちぎ”の推進

・高機能・高付加価値食品開発研究部

会の開催

・おいしさの見える化分科会

・品質保持技術分科会

・６次産業化に関するアドバイザー派遣

・開催回数 2回 （延べ34企業）

・開催回数 ４回 （延べ63企業）

・開催回数 ４回 （延べ63企業）

・派遣対象者 14名

工業振興課

農政課

３



基本目標２ 食を通して県民一人ひとりの健康を目指します

消費者が食品の栄養に関する情報を正しく理解し、選択するための重要な情報源となる食品表示の
理解促進や、健康づくりの基礎となる栄養・食生活に関する適切な情報が得られるよう、正しい食生活
に向けた食環境の整備を推進します。

指 標 基準値 実績値 目標値

ヘルシーメニューの提供に取り組む飲
食店の登録数

362店舗
令和元(2019)年度

364店舗
令和４(2022)年度

550店舗以上
令和4(2022)年度

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事
が１日２回以上の日がほぼ毎日の者の
割合

49.5%
平成28(2016)年度

※ 80%以上
令和4(2022)年度

・朝食を「あまり食べていない」「全く食べ
ていない」児童生徒の割合（小６中３）

・朝食を「全く食べない」生徒の割合（高
３）

小3.7％
中5.4％
高5.3％

令和元(2019)年度

小4.9％
中6.7％
高7.4％

令和４（2022）年度

0％を目指す
令和7(2025)年度

施策 主な取組内容 実績 関係課

１ 正しい食生活に向けた環境整備

（１）栄養や

食 品 表 示

に 関 す る

正しい理解

の促進

・地域の関係機関と連携した人材育成

・保育所等における食物アレルギー対応に係

る支援

・会議、研修会等開催回数

45回

・保育所等への指導 55施設

健康増進課

・栄養教諭・学校栄養職員研修会

【再掲】

・開催回数 １回（208人） 健康体育課

（２）栄養に

関 す る 適

正 な 情 報

の提供

・地域の食と健康づくり推進事業による栄養

成分表示等の普及啓発

・外食栄養成分表示に関する県民や飲食店
等への周知

・会議、ワーキング、研修会

等開催回数 18回

・講習会等による啓発 18回

健康増進課

（３）栄養バ

ランスのと

れ た 食 事

がとれる環

境整備

「食べて健康！プロジェクト」事業による食環

境の整備

・適切な食習慣の普及

・①野菜摂取②減塩③朝食欠食をなくすた

めの取組を実施

・リーフレット等の作成

・広域健康福祉センター、市

町、関係機関へ情報発信

（随時）

健康増進課

・「とちぎヘルシーグルメ推進店」の拡大等

に向けた食生活改善推進員による啓発

【再掲】

・飲食店等への周知事業

30回

（推進店 364店舗）

健康増進課

４

※調査周期は概ね４年に１回、令和４(2022)年度に実施した調査は集計中



施策 主な取組内容 実績 関係課

２ 栄養バランスのとれた食生活の推進

（１）健康な

食 事 の 普

及

地域の食と健康づくり推進事業による

関係機関等への普及啓発

・食生活改善推進員と連携したバランス

の良い食事の普及啓発

・県栄養士会と連携した健康な食事の普

及啓発活動

・食べて健康プロジェクト事業による企業

等と連携したバランスの良い食事の普

及啓発活動

・会議、ワーキング、研修会等
開催回数 23回（1,447人）

・4,735回

・プロジェクト参加団体数
424団体（R５.3.31）

健康増進課

（２）ライフ
ステージに
応 じ た 栄
養 摂 取 の
推進

食生活改善推進員と連携した全世代へ

の食育活動

・未就学児や小中学生の料理教室の

実施

・若者向け講習会

・働き世代向け講習会

・高齢世代向け講習会

・開催回数 94回 （2,291人）

・開催回数 12回 （330人）

・開催回数 28回 （782人）

・開催回数 144回 （2,261人）

健康増進課

・食への理解や正しい食生活等の指導

に向けた学校への専門家（大学教授

や管理栄養士等）の派遣

・派遣校数 ８校 健康体育課

・地域の食と健康づくり推進事業と連携

した高校生、大学生への食育・健康づ

くり実践活動

・人生100年フレイル予防プロジェクト事

業による高齢者のフレイル対策の推進

・食べて健康プロジェクト事業による企業

等と連携したバランスの良い食事の普

及啓発活動

・会議、ワーキング、研修会等
開催回数 ９回

・プロジェクト参加団体数

424団体（R５.3.31）

健康増進課

（３）減塩及

び 野 菜 摂

取 量 の 増

加の推進

食生活改善推進員と連携した高血圧

予防「まず１ｇの減塩」推進事業

・各市町食生活改善推進員協議会に

よる料理教室等の実施

・開催回数 101回 （7,285人）

健康増進課

３ 規則正しい食生活の推進

（１）朝・昼・

夕の３食を

食 べ る 食

習 慣 の 推

進

・「早寝・早起き・朝ごはん」全国協議会

事業の各市町への周知

・各市町において家庭教育支援プログラ

ム等を活用した家庭教育講座の実施

・随時

・随時

生涯学習課

地域の食と健康づくり推進事業

・朝食摂取の推進

・会議４回、ワーキング２回

・健康教室１回

・啓発事業17回

健康増進課

（２）主食・

主菜・副菜

を揃えた食

事の推進

食生活改善推進員との連携事業

・おやこの食育教室

・小学校における調理実習や、講

話、家庭訪問 20市町

健康増進課

５



基本目標３
食の安全性への信頼確保や県民と協働した食育活動を
推進します

県民が食育を体験できる機会を増やし、食に関する正しい知識や実践方法について習得し、理
解が深まるよう、食育に関わる多様な人材の確保や各種食育活動の促進を図ります。

指 標 基準値 実績値 目標値

食の安全に関する情報発信
（年間回数）

―
82回

（延べ174回）
令和4（2022）年度

延べ250回以上
令和3（2021）年度～
令和7（2025）年度

とちぎ食育応援団活動数 64回
令和元（2019）年度

64回
（延べ88回）

令和４（2022）年度

延べ300回以上
令和3（2021）年度～
令和7（2025）年度

食育推進計画を策定している
市町の割合

96％
令和2（2020）年度

88％
令和４（202２）年度

100％
令和7（2025）年度

施策 主な取組内容 実績 関係課

１ 食の安全性に関する信頼の確保

(１)生産か

ら消費に至

る各段階に

おける食の

安 全 性 の

確保

・農産物等の放射性物質の検査の実施 ・検査件数（流通食品等含む）

110品目 1,293件

自然環境課

林業木材産業課

生活衛生課

農政課

農村振興課

畜産振興課

・養殖業者への衛生管理指導 ・養殖衛生指導対象 48経営体 農村振興課

・GAP指導者養成研修の開催 ・開催回数 1回（26人） 経営技術課

・牛の家畜個体識別システムの円滑な活

用の推進

・個体識別（耳標）管理件数

103件

畜産振興課

食品等事業者に対する監視指導の充実

や自主衛生管理の促進

・食品表示合同監視

・食品衛生責任者実務講習会

・HACCPアドバイザーフォローアップ研

修会

・HACCP技術研修会

・開催回数 16回 （52施設）

・開催回数 82回 （5,312人）

・開催回数 １回 （44人）

・開催回数 １回 （173人）

生活衛生課

・食品表示相談窓口による相談受付

・健康保持増進等に関する虚偽誇大広

告を行う食品販売者に対する指導等

・相談件数 373件

・指導数 13件

健康増進課

（２）食の安

全性と信頼

性 の 確 保

の た め の

体 制 の 充

実 及 び 連

携強化

総合的な食育安全行政の推進

・食品安全推進本部検討委員会

・とちぎ食の安全・安心推進会議

・「とちぎ食の安全・安心・信頼性の確

保に関する基本計画（４期計画）」に基

づく施策の実施

・開催回数 １回・５月

・開催回数 １回・７月

・庁議及び県議会への実績報告

９月

生活衛生課

６



施策 主な取組内容 実績 関係課

(３)消費者

の 食 に 対

す る 信 頼

性の確保

地域や学校での食品の安全性に関する知識

習得への支援

・県民を対象とした食品安全セミナー

・小中高生等を対象とした学習機会の設定

・子育て世代向けリスクコミュニケーション

・開催回数 １回 （45人）

・実施数 28回 （1,041人）

・開催回数 １回 （11人）

生活衛生課

・とちぎ県政出前講座

・一般県民に対する食品表示研修会

・飲食店と連携した栄養成分表示の啓発

・開催回数 １講座

・開催回数 18回

・参加者数 1,637人

健康増進課

・ SNS 「 とちまる食の安全通信」を通じた
食の安全に関する情報の発信

・発信回数 82回 生活衛生課

・県HP「放射能・放射線情報」における検査

結果の公表

・随時

（アクセス件数 19,871件）

自然環境課

林業木材産業課

生活衛生課

農政課

農村振興課

畜産振興課

２ 食育に関わる人材の確保と活動促進

（１）食育に

関 わ る 人

材育成

・保育士等に対するキャリアアップ研修

【再掲】

・修了者 480人 こども政策課

・食生活改善推進員リーダー研修会 ・受講者 150人 健康増進課

・栄養教諭・学校栄養職員研修会 ・開催回数 １回（208人） 健康体育課

（２）食育ボ

ラ ン テ ィ ア

の 確 保 と

活動支援

・食生活改善推進員の養成講座 ・実施市町 11市町 健康増進課

・とちぎ食育応援団出前講座の開催 ・団員数 450人

・開催回数 64回

（延べ参加者数1,886人）

農政課

３ 食に関わる関係者の連携強化

(１)食育推

進 運 動 の

展開

食とスポーツを関連付けた食育啓発

・いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会における

動画配信、クイズ・ゲームを通じた食育啓発

・延べ参加者数 1,100人

農政課

・とちぎ食育月間（10月）等における普及啓発

・地産地消夢大賞、絵画・ポスターコンクール

・15階ロビー、パネル展示等

・表彰式（12/11）

農政課

健康増進課

健康体育課

・とちぎ食育推進連絡会の開催

（構成31団体）
・開催回数 ２回（７，３月） 農政課

（２）市町食

育 推 進 計

画 策 定 の

支援

市町栄養業務推進事業

・市町食育推進計画の策定支援 ・随時
健康増進課

・市町食育推進計画の策定支援 ・策定済市町 22市町(R５.３
月末)

農政課

７


